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新収資料紹介 棲井コレクションの魅力

~地質時代を彩る化石標本~

1磐井欽一先生は、「湯河原沸石」を世
界で初めて発見し、その研究業績に東京

大学より理学博士の学位を授与された世

界的にも著名なアマチュア鉱物学者とし

て知られています。先生が生涯にわたり

情熱的に収集した鉱物標本は、日本産

鉱物を中心とした日本最大の鉱物コレク

ションとして有名です。一方、員類学に

も同様に情熱を注がれ、多くの新種の発

見記載して貝類学の発展にも大きな貢献

をされ、さらに日本有数の貝類コレク

ションをも作り上げられています。との

輝かしいご活躍の陰に隠れがちではあり

ますが、化石にも興味を示され数多くの

標本を収集されています。これらは先

生ご自身による採集、各地の研究者や収

集家からの寄贈、交換、そして購入など

いろいろな方法により、化石標本約2230

件のコレクシ ョンが実現しています。

惜しくも、桜井先生は1994年(平成

6年)10月にご逝去されましたが、御遺

族のご厚意により、この化石コレク

ションが鉱物コレクションの約3万点、

鉱物・化石・貝類関係図書1万冊と共に

神奈川県立生命の星・地球博物館に寄

贈されました。これを記念して、平成

9年3月1日から5月11日まで、ささや

かではありますが展覧会を開催し、そ

の一部を公開することになりました。

この機会に化石コレクションの資料目

録を作成することになりましたので、

ここにその概要を紹介します。

コスモセラス(アンモナイトの仲間).

イギリス産，中生代ジュラ紀 (KPM

NN0002889) . 

桜井先生の化石コレクションが一般

に知られるようになったのは、 1966年

に出版された益富嘉之助:浜田隆士共

著「原色化石図鑑J(保育社)のカラー
図版に数多く掲載されたことによりま

す。それまでの化石図鑑は白黒写真に

よるものでした。多数の化石が日本で

初めてカラーで紹介され、化石のもつ

神秘さ、造形的な美しさや重量感に、

専門家はもとより化石愛好者や広く 一

般の人々に興味をもたれるに至ってい

ます。その先駆を楼井先生の化石コレ

クションがはたしたものといえます。

目録に取上げた標本の総数は2230件

です。時代別にみると先カンブリア時代

から新生代第四紀完新世まで、すべての

地質時代を代表する化石が網羅的に、収

集されています。具体的には古生代が

3部件(全体の約2割)、中生代が557件

(2.5割)、新生代が1197件(約5.4割)で、

時代が新しいほど数多くなり、新生代は

過半数を示しています。さらに細かな時

代区分の中では、新生代第四紀更新IJ!が

514件と最も多く、ついで新生代第三紀

中新世のお5件、中生代白E紀のお8件、
第三紀鮮新|立の249件が目立ちます。

分類別では、植物がお8件(全体の約

llliU)、無脊椎動物は圧倒的に多い1804

件(約8割)を占め、脊椎動物が125件

(1割未満)となっています。無脊椎動物

の中で、は軟体動物が1267件 (61!i1J)とな

り、ついで節足動物の145件、』ル宝動物

ビカリア岐阜県

瑞浪市産，新生代

第三紀中新世

(KPNI.NN0003325) 
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の140件、腔腸

動物の136件と

なっています。

産地別にみ

ると日本国内

が圧倒的に多

く1763件で全

体の 5割以上

を占めます。

外国産として

はイギリスの

221件を筆頭

に、アメリカ

合衆国が92件、

ドイツが41件、

ロシアが24件、

松島義章(当館学芸部長)

カニサイの歯.岐阜県端浪

市産，新生代第三紀中新世

(KPM-NN0003322) . 

中国が22件の順となり、ヨーロッパ、ア

フリカ、北米、南米、東南アジアの24ヶ

国に及んでいます。国内を詳しくみると

千葉の2お件を最高に、神奈川の175件、

東京、岩手、北海道の順となり44都道府

県に達しています。特に多数の化石が収

集されている千葉、神奈川、東京の内容

をみると、ほとんどが先生の採集した二

枚貝や巻貝化石となっています。その地

層は小柴層、長沼層、宮田層、東京層、

王子貝層、下末吉層、成田層、有楽町員

層や沼層など南関東を特徴づける第四紀

更新世から完新世の地層です。岩手産の

標本は古生代のサンゴ類、腕足類、 三葉

虫類など岩手を特徴づける化石です。北

海道の化石は白E紀のアンモナイトが特
徴となっています。このようにこの化石

コレクションは日本各地の代表的な標

本によって構成されています。今後、こ

の化石コレクションは鉱物コレクション

や図書・文献類とともに博物館の調査研

究活動および展示普及活動など多方面に

わたる活用が期待されています。

最後に先生の御遺志に沿い貴重なコ

レクションを寄贈いただいた御遺族の

方々に心から感謝と敬意を表します。
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